







































































図 2 地域資源の循環利用とリン回収  























































－1）はこの Fe や Al と結合（配位子交換反応） 
する(図４)。土壌 100g が吸着するリン（P2O5）を
リン酸吸収係数といい、一般に火山灰土壌は































































































































































































































































水した。試験期間中の供試水(原水)の pH は 7.5
〜8.5 のアルカリ、EC は 50mS/m 前後で推移した





























図 11 SV0.08（24hr）流下中の水路出口濃度 
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 無肥料    過燐酸石灰のみ   廃材のみ 
 無肥料     化成肥料    
図 16 リン吸着廃材の肥効試験（途中） 
化成ﾘﾝ相当を
廃材 P で施用
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